
　 課題別推進プラン（働き盛りのうつ病対策）　　　　　　　　　　  ゲートキーパー指導者養成研修
・かかりつけ医・精神科医とのネットワークの構築に向けた　　　            
検討（年3回程度）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・指導者養成研修（10月26日）　
・ うつ病対応向上研修開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 対象：地域関係機関の職員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内容：
NPOからみた自殺対策の重要性　西田氏（あしなが育英会）　

・産業労働分野対象の講演会の開催（10月頃）                               遺族の方からのメッセージ　　　 
　・リーフレット「頑張っているあなたへ」配布・活用                          自殺の危険の早期発見・早期対応　春日武彦氏（多摩中央HP）
                              　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グループワーク　田中ひな子氏（原宿カウンセリングセンター）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
· 関係機関連絡会議の開催　                                         
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・指導者フォロー研修（12月予定）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                             対象：20、21年度の指導者研修受講者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   内容：研修内容の普及方法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   自殺対策に関わる情報

　　　　　　　　　報告書の作成
南多摩保健医療圏課題別地域保健医療推進プラン（平成19年度～21年度計画）
　地域全体で考えよう｢働き盛りのうつ病対策｣　　～壮年期の自殺を減らそう～







21年度自殺対策


（東京都南多摩保健所・町田保健所）











≪普及啓発≫


多摩市医師会とかかりつけ医対象「うつ病対応力向上研修」開催（10月18日/3月14日）


参加者数：延べ28人


関係機関連携会議開催（10月2日）


参加機関数：24機関


産業労働分野対象の講演会（2月16日）


≪サポート体制の構築の検討≫


社会資源情報整理→リーフレット作成





資料　３





期待できる成果


③関係機関の連携と地域の課題の共有及びサポート体制の構築





背景と課題


｢自殺対策基本法｣の制定によって関係者相互の連携のもとに自殺対策を実施する基本理念と、国、自治体、事業主、国民それぞれの責務が明らかにされた。


圏域の自殺死亡数が交通事故死の約５倍であり、また壮年期の自殺割合が高い。


地域の連携、協働を推進し、働き盛りのうつ病対策ひいては自殺予防につながる地域のサポート体制の構築が必要である。





期待できる成果


②うつ病についての正しい知識の普及によるうつ病の予防及び早期発見








事業目標


住民・市・医療機関・商工会議所等関係団体との連携・協働により、働き盛りのうつ病対策、ひいては自殺予防のためのサポート体制を構築する。（H１９～H２１）


うつ病対応向上研修の対象を拡大し実施する。また、関係機関と協働した住民等への普及啓発活動を実施する。（H２１）





期待できる成果


①内科医のうつ病に対する対応力向上





事業内容：地域全体で考えよう｢働き盛りのうつ病対策｣


（平成２１年度）


診療ネットワークを目指した普及啓発活動の対象を拡大し実施


労働分野対象の普及啓発活動


サポート体制の検討





≪普及啓発≫


「うつ病対応力向上研修」開催


関係機関連携会議の開催


産業労働分野対象の講演会等開催


≪サポート体制の構築の検討≫


精神科医・かかりつけ医との連携体制の構築


≪まとめ≫報告書作成





20年度実績





21年度計画








